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背景・目的 

慣性核融合炉ではペレット爆縮の際に中性子線、

X 線、荷電粒子線、未燃焼燃料などの高熱負荷を受

ける。この高熱負荷によって炉壁がアブレーション

され、レーザー集光点(すなわちチャンバーの対称中

心)付近で会合し、エアロゾルを形成する。チャンバ

ー中心付近にエアロゾルが浮遊することにより次弾

のペレット爆縮用レーザーが散乱され、高効率な慣

性核融合炉の運転に支障をきたすことが考えられる

ことから、これらエアロゾルを除去する必要がある。

本研究ではアブレーションジェット反跳を利用した

エアロゾル除去が可能であるかどうかを検証するこ

とを目的としている。 

 

実験 
本研究では炉内で起こりうる現象の模擬のため、

3-Nd:YAGレーザー(波長 355nm,10Hz,パルス幅 6ns)

を用いた LEAF-CAP装置[1]を用いた。この装置では

線集光したレーザーを湾曲した 2つのターゲットに

照射することで、アブレーションプラズマが湾曲中

心で会合するように設計されている。照射強度は

10
8-10

W/cm
2で、これは慣性炉における壁への熱負荷

を模擬している。本実験では湾曲中心で形成したエ

アロゾルに 2-Nd:YAG レーザー(波長 532nm,10Hz,

パルス幅 8ns)を照射し、そのときのエアロゾルの挙

動について調べた。 

エアロゾルに 2レーザーを照射したときの様子

を観察するために ICCD カメラで撮影を行った。ま

た照射部に存在する中性粒子、イオンの同定のため

に分光測定も行った。2レーザー照射後のエアロゾ

ルの進行方向を調べるため膜厚計を設置した。さら

に、2レーザー照射後のイオンの進行方向を調べる

ためチャージコレクターを設置した。実験セットア

ップを図 1に示す。



結果・考察 
ICCD カメラでの撮影画像を図 2 に示す。2レー

ザーが炭素エアロゾル中を通過するとき、線状の発

光が確認された。分光測定の結果から炭素、窒素、

酸素の中性粒子、イオンが発生していることがわか

った。このことから、エアロゾルに高強度レーザー

を照射することでアブレーションさせることができ

ると考えられる。膜厚計とチャージコレクターを用

いた実験結果から、アブレーション後のエアロゾル、

イオンの進行方向が変化することもわかった。これ

らの結果から、アブレーションジェット反跳を利用

したエアロゾル移動が起こっていると推測される。

実験結果の詳細を報告する。





 
 

図 1. 実験セットアップ図 

 

 
 

図 2. 炭素エアロゾルの発光(ICCD画像) 
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